
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

全体総括

費用の削減などの経営努力をしているものの、年々
給水収益で賄うことが困難になってきている。
　また、施設利用率が低水準であり、施設の適正化
は喫緊の課題となっている。また、企業債残高比率
が高水準であり、世代間公平の観点から、公債比率
の見直しが必要である。更に、将来的な老朽化施設
等の更新による財源不足に備え、収益の確保が必要
である。
　このように厳しい経営環境であるため、経営戦略
に基づき安定した経営に努めていきたい。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率・⑤料金回収率
　経常収支比率は、H26以降は新会計基準の適用に
より長期前受金戻入の影響で黒字化となっている。
　料金回収率は、約99％となり給水収益で賄えてい
ないことが伺える。今後についても人口減少等によ
り料金収入の減少が予想されていることから、経営
戦略に基づき令和2年4月より料金改定を行った。
②累積欠損金比率
　現在累積欠損金はない。
③流動比率
　流動比率は100％以上で推移しており、短期的な
債務に対する支払能力は、現時点で問題が無いこと
がわかる。
④企業債残高対給水収益比率
　類似団体に比べても企業債残高は高い水準である
が、老朽管路更新を計画的に行っているためであ
る。また、平成29年度に統合した影響により、企業
債残高がさらに増額した。今後は、大規模な更新時
期が到来するため、更新計画に加え投資規模の適正
化や企業債の借入計画を図る必要がある。
⑥給水原価
　水1㎥の費用は約150円であり、類似団体に比べ費
用を抑えていることがわかる。
⑦施設利用率・⑧有収率
　施設利用率が能力の約5割程度であるが、人口減
少や節水機器の普及に起因すると考えられる。一方
で、有収率は類似団体に比べ高い水準である。今後
は、配水区域や施設規模の見直しを図り、施設利用
を適正化する必要がある。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率・②管路経年化率
　現在約50％の資産の減価償却が進んでいるが、耐用年
数を超えた管路は少ないことがわかる。今後一時的に大
規模な更新時期が到来することから、経営戦略で策定し
た健全な経営を維持していく必要がある。
②管路経年化率
　管路経年化率が高いほど、法定耐用年数を経過した管
が多いが、類似団体と比べ低水準となっている。
③管路更新率
石綿セメント管の老朽管更新が概ね平成27年度で完了し
たため大幅に更新率が低くなっているが、引続き計画的
な更新をしていく必要がある。
　平成29年度に統合した南河原地区の管路等は、比較的
新しいため老朽資産は現在のところはない。しかし、今
後20年内に老朽化が到来するため計画的に老朽化更新を
していく必要がある。2. 老朽化の状況
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3
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2
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2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 80,936

経営比較分析表（令和元年度決算）
埼玉県　行田市
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2
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①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【112.01】 【1.08】 【264.97】 【266.61】
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※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和元年度決算）
埼玉県　行田市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

67.49 1,199.23 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Bd1 非設置 80,936

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 58.60 55.94 60.26 2,035 45,034 9.21 4,889.69

①有形固定資産減価償却率
　全国平均、類似団体の平均を下回っているが、こ
れは令和元年に公営企業会計に移行したためであ
る。
②管渠老朽化率
　全国平均、類似団体の平均を大きく上回ってい
る。本市の下水道事業は昭和25年より事業を開始し
ており、管渠延長約254kmのうち耐用年数を超える
管渠施設は約40kmとなっている。
③管渠改善率
　令和元年度、更新・改良した管渠はない。現在は
平成30年度に策定した「行田市下水道ストックマネ
ジメント計画」に基づき、マンホールの点検・調査
を進めており、今後この調査結果に応じて効率的に
改善を進める必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の健全性・効率性について、多くの指標で全
国平均、類似団体の平均を下回っており、非常に厳
しい経営状況である。今後は、令和2年度策定の
「経営戦略」に基づき、経営基盤の強化と財政マネ
ジメントの向上が求められる。
　特に、経費回収率が100％を大きく下回っている
ことから、経営の効率化や不明水対策による経費の
削減、適正な使用料体系の検証が必要である。
　老朽化の状況については、減価償却率は低いもの
の、耐用年数を超えた施設が多くみられる。このた
め、施設の計画的な維持管理及び、修繕・改築の推
進が必要である。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率、⑤経費回収率
　経常収支比率は100％を超えているものの、経費
回収率は100％を大きく下回り、全国平均、類似団
体の平均と比較し20％以上低い。これは本来使用料
で賄うべき経費を回収できておらず、一般会計から
の繰入金で補てんしているためである。汚水処理費
の削減に努めるとともに、適正な使用料体系の検証
が必要である。
②累積欠損金比率
　累積欠損金は発生していないため、0％である。
③流動比率
　100％を大きく下回り、全国平均、類似団体の平
均の半分以下の値である。これは企業債償還金が多
いことが要因である。支払能力を高めるためにも、
経営改善が必要である。
④企業債残高対事業規模比率
　全国平均、類似団体の平均を大きく上回っている
が、企業債残高が減少傾向にあるため、今後減少が
見込まれる。
⑥汚水処理原価
　150円を超える部分は、分流式下水道に要する経
費として一般会計から繰入れている。
⑧水洗化率
　全国平均、類似団体の平均値を下回っている。経
営健全化を図るためにも、普及促進活動を強化し、
水洗化率の向上に努める必要がある。

2. 老朽化の状況について
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.07】 【3.09】 【69.54】 【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【38.57】 【5.90】 【0.22】


